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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第86期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第85期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 2,518,713 11,159,635

経常利益 (千円) 478,428 1,482,857

四半期(当期)純利益 (千円) 207,855 448,273

純資産額 (千円) 12,997,656 12,777,759

総資産額 (千円) 28,050,465 28,229,283

１株当たり純資産額 (円) 818.29 807.94

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 15.24 32.86

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ―

自己資本比率 (％) 39.8 39.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 826,463 1,532,914

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 340,301 △3,921,741

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △478,298 2,223,673

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,118,469 1,430,002

従業員数 (名) 208 201

(注)１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

３　第85期の投資活動によるキャッシュ・フローの減少及び財務活動によるキャッシュ・フローの増加は、イオン

モール川口キャラの増床工事に伴う建設費の支払い及びその資金の借入によるものであります。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

　　　　　平成20年６月30日現在

従業員数(名) 208(32)

(注)　従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は(　)内に当四半期連結会計期間の平均人員数を外数で記載しており

ます。 

　

(2) 提出会社の状況

　　　　　平成20年６月30日現在

従業員数(名) 115(1)

(注)　従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は(　)内に当四半期会計期間の平均人員数を外数で記載しておりま

す。 
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当第１四半期連結会計期間における「生産、受注及び販売の状況」を事業の種類別セグメントごとに

示すと、次のとおりであります。

「生産実績」の金額は、当期製造費用で記載しており、それ以外のものは、販売価格によっております。

また、セグメント間の取引については、相殺消去しております。なお、金額には消費税等は含まれておりま

せん。

　

(1) 生産実績

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円)

繊維事業 117,518

その他の事業 ―

合計 117,518

　

(2) 受注実績

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円) 受注残高(千円)

繊維事業 1,204,229 547,982

その他の事業 212,284 5,166

合計 1,416,514 553,148

　

(3) 販売実績

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

繊維事業 1,116,505

不動産活用事業 1,185,149

その他の事業 217,058

合計 2,518,713

　
(注) 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

当第１四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％)

イオンモール㈱ 683,634 27.1

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第１四半期におけるわが国経済は、原油価格や資源価格の高騰の影響から、企業業績は総じて伸び悩

み個人消費も横ばいと、全体的に低調に推移いたしました。当社グループにおける事業環境は、原油高に

よる原料高や為替変動による仕入れコストの上昇、またサブプライムローン問題による世界的な金融不

安の広がり、企業収益や賃金・雇用への悪影響から景気の先行き不透明感が増すなど、個人消費にかげり

が見られ引き続き厳しいものとなりました。

①　繊維事業

繊維事業においては、ギフト市場の繊維品離れや天候に左右されやすい寝具製品市場などを考慮し

た営業戦略を展開しておりますが、市況の冷え込みにより売上は伸びず厳しい状況となりました。原糸

販売は、ポリエステル糸は織物向けを中心に、紡績糸はアクリル糸・スパンポリエステル糸が順調に推

移いたしましたが、レーヨン糸の市況の低迷による減収をカバーできずに僅かな減収になりました。麻

織物はリネン原料の不作やユーロ高による仕入れコストの上昇が続き減収となりました。アパレル関

係は法人ユニフォームや百貨店関連、さらにスポーツ関連商品が堅調に推移して増収となりました。

ニット製品は全体の売上が伸びず、レディースカジュアル品に新たなブランドライセンスを取得して

直接小売店販売を展開いたしましたが減収となり、刺繍レースは服地品・付属品ともに低迷して減収

になりました。寝装品はギフト市場の繊維品離れの影響から、回復見込みの薄い営業部門を縮小したこ

と、毛布事業の春夏商品の販売不振が響き大幅な減収となりました。

この結果、繊維事業の第１四半期の売上高は11億16百万円、営業損失は47百万円となりました。

② 不動産活用事業

不動産活用事業においては、昨年11月に増床リニューアルグランドオープンした「イオンモール川

口キャラ」の増床効果は、「回遊型ショッピング」ができるというお客様の利便性の向上が高く評価

され、ショッピングモール全体の集客能力は拡大、あわせて当社の事業収入が増加してさらに安定した

収益基盤を拡充できました。またゴルフ練習場は、若年層の増加と身近なレジャー志向が進むなど引き

続き増収となりました。

この結果、不動産活用事業の第１四半期の売上高は11億85百万円、営業利益は４億42百万円となりま

した。

③ その他の事業

その他の事業においては、ギフト事業部の慶弔ギフト品販売は、販売エリアの獲得効果による施行件

数の増加や法事拡販につながり大幅な増収となりました。自動車板金塗装修理事業は、トヨタ生産方式

の定着とネッツトヨタ東埼玉㈱との連携強化により増収となりました。インテリア施工事業は、一般工

事の受注に努めましたが、大型商業施設関連の工事が減少したため減収になりました。緑化事業は、大

手事務機販売会社への自動給水プランターの販売やレンタル事業の拡販が進み増収となりました。

この結果、その他の事業の第１四半期の売上高は２億17百万円となり、営業損失は１百万円未満とな

りました。

以上の結果、当社グループの第１四半期の売上高は25億18百万円、営業利益は３億94百万円、経常利

益は４億78百万円、四半期純利益は２億７百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

総資産は、現金及び預金が増加しましたが、受取手形及び売掛金や有価証券の償還による減少、及び有

形固定資産の減価償却が進んだことにより、前連結会計年度末に比べ１億78百万円減少して280億50百万

円となりました。

負債は、短期借入金及び長期借入金の返済が進んだことにより、前連結会計年度末に比べ３億98百万円

減少し150億52百万円となりました。また、純資産は四半期純利益の計上及び繰延ヘッジ損失の減少や少

数株主持分の増加により、前連結会計年度末に比べ２億19百万円増加し129億97百万円となりました。

(3) キャッシュ・フローの状況

当四半期会計期間末の現金及び現金同等物(以下「資金」という)は前連結会計年度末に比べ６億88百

万円増加し21億18百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益４億49百万円、減価償却費２億22百

万円の計上及び売上債権が２億93百万円減少したこと等により８億26百万円の資金を得られました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の売却による収入が３億50百万円あったこと等によ

り３億40百万円の資金を得られました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の返済や配当金の支払等により４億78百万円の資

金を支出しました。

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 48,000,000

計 48,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,000,00014,000,000
東京証券取引所
（市場第二部）

―

計 14,000,00014,000,000― ―

(注)　提出日現在の発行数には、平成20年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

　

EDINET提出書類

サイボー株式会社(E00534)

四半期報告書

 8/27



(2) 【新株予約権等の状況】

　

当社は会社法に基づき新株予約権を発行しております。

　①　平成18年発行分の新株予約権の状況

第１四半期会計期間末現在
(平成20年６月30日)

新株予約権の数（個） 440 （注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 44,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） 1,041（注）２

新株予約権の行使期間
当社取締役

平成20年７月28日～
平成28年６月30日

当社従業員
平成20年７月１日～
平成28年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格 1,041

資本組入額   617

新株予約権の行使の条件

新株予約権１個当たりの一部行使はできないものと
する。
新株予約権の割当てを受けたものは、権利行使時に
おいても、当社の取締役若しくは従業員の地位にある
ことを要する。ただし、任期満了による退任、定年退職
等その他正当な理由がある場合はこの限りではない。
その他の条件は、当社と新株予約権の割当てを受け
たものとの間で締結した「新株予約権付与契約」で定
めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するときは、当社取締役会の決議
による承認を要するものとする。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）３

新株予約権の取得条項に関する事項 （注）４
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　②　平成19年発行分の新株予約権の状況

第１四半期会計期間末現在
(平成20年６月30日)

新株予約権の数（個） 420 （注）１

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 42,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） 881 （注）２

新株予約権の行使期間
当社取締役

平成21年７月27日～
平成29年６月28日

当社従業員
平成21年７月１日～
平成29年６月28日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格   881

資本組入額 　551

新株予約権の行使の条件

新株予約権１個当たりの一部行使はできないものと
する。
新株予約権の割当てを受けたものは、権利行使時に
おいても、当社の取締役若しくは従業員の地位にある
ことを要する。ただし、任期満了による退任、定年退職
等その他正当な理由がある場合はこの限りではない。
その他の条件は、当社と新株予約権の割当てを受け
たものとの間で締結した「新株予約権付与契約」で定
めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するときは、当社取締役会の決議
による承認を要するものとする。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）３

新株予約権の取得条項に関する事項 （注）４

（注）１　新株予約権１個につき目的となる株式数は、100株である。

但し、新株予約権の割当日後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により付与株式数を調整し、

調整の結果生じる１株未満の端数は、これを切り捨てる。

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

２　新株予約権の割当日後、当社が株式分割、株式併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整によ

り生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割・併合の比率

また、新株予約権の割当日後に時価を下回る価額で新株式の発行または自己株式の処分を行う場合は、次の

算式により払込金額を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

新株発行(処分)
株式数

×
１株当たり
払込金額

既発行株式数＋

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１株当たり時価

既発行株式数＋新株発行(処分)株式数

上記の他、割当日以降、払込金額の調整を必要とするやむを得ない事由が生じた場合は、合理的な範囲で払込

金額を調整するものとする。
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３　組織再編成行為時の取扱い

当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換又は株式移転（以上

を総称して以下、「組織再編成行為」という。）をする場合において、組織再編成行為の効力発生の時点にお

いて残存する新株予約権（以下、「残存新株予約権」という。）の新株予約権者に対し、それぞれの場合につ

き、会社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社（以下、「再編成対象会社」という。）の新

株予約権を以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。この場合においては、残存新株予約権は消滅

し、再編成対象会社は新株予約権を新たに発行するものとする。ただし、以下の条件に沿って再編成対象会社

の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、新設分割計画、株式交換契約又は株式移転計画

において定めた場合に限るものとする。

(1) 交付する再編成対象会社の新株予約権の数

残存新株予約権の新株予約権者が保有する新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものとす

る。

(2) 新株予約権の目的である再編成対象会社の株式の種類

再編成対象会社の普通株式とする。

(3) 新株予約権の目的である再編成対象会社の株式の数

組織再編成行為の条件等を勘案の上、決定する。

(4) 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、払込金額を組織再編成行為の条件

等を勘案の上調整して得られる再編成後払込金額に上記(3)に従って決定される当該新株予約権の目

的である再編成対象会社の株式の数を乗じて得られる金額とする。

(5) 新株予約権を行使することができる期間

新株予約権の行使期間の開始日と組織再編成行為の効力発生日のうちいずれか遅い日から、新株予約

権の行使期間の満了日までとする。

(6) 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

組織再編成行為の条件等を勘案の上、決定する。

(7) 譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による新株予約権の取得については、再編成対象会社の決議による承認を要するものとする。

(8) 新株予約権の取得条項

(注)４の新株予約権の取得条項に準じて決定する。

４　新株予約権の取得条項

当社は、当社が消滅会社となる合併契約承認の議案が承認された場合、当社が分割会社となる分割契約又は

分割計画承認の議案が承認された場合、及び当社が完全子会社となる株式交換契約承認の議案又は株式移転

計画承認の議案が承認された場合、当社取締役会が別途定める日に無償で新株予約権を取得することができ

る。
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(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年４月１日～
平成20年６月30日

― 14,000 ― 1,402,000― 825,348

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。

　

(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）
― ―

普通株式 6,000

（相互保有株式）

普通株式 703,400 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 13,289,500132,895 ―

単元未満株式 普通株式 1,100 ― ―

発行済株式総数 14,000,000― ―

総株主の議決権 ― 132,895 ―

(注)１　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が5,000株(議決権50個)含まれて

おります。　

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式48株が含まれております。
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② 【自己株式等】

平成20年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
川口市前川１－１－70 6,000 ― 6,000 0.04

サイボー㈱

(相互保有株式)
川口市安行領根岸2625 703,400 ― 703,400 5.02

埼玉興業㈱

計 ― 709,400 ― 709,400 5.07

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年４月 ５月 ６月

最高(円) 611 630 601

最低(円) 588 553 562

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。

　

EDINET提出書類

サイボー株式会社(E00534)

四半期報告書

13/27



第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、当第１四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)は、「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日　内閣府令第50号)附

則第７条第１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツにより四半期レ

ビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年3月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,448,043 1,813,809

受取手形及び売掛金 1,353,524 1,704,658

有価証券 67,152 361,372

商品及び製品 804,724 773,800

仕掛品 31,051 34,760

原材料及び貯蔵品 18,398 18,777

その他 327,629 370,607

貸倒引当金 △15,266 △2,631

流動資産合計 5,035,258 5,075,155

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 13,078,433

※１
 13,286,015

土地 5,504,477 5,504,766

その他（純額） ※１
 100,183

※１
 107,264

有形固定資産合計 18,683,094 18,898,046

無形固定資産 76,303 76,399

投資その他の資産

投資有価証券 3,812,974 3,730,306

その他 512,970 460,153

貸倒引当金 △70,135 △10,778

投資その他の資産合計 4,255,809 4,179,682

固定資産合計 23,015,207 23,154,127

資産合計 28,050,465 28,229,283
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年3月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 640,214 590,320

短期借入金 50,000 350,000

1年内返済予定の長期借入金 210,000 210,000

未払法人税等 159,326 165,687

賞与引当金 84,427 103,463

役員賞与引当金 9,802 38,460

その他 872,778 823,799

流動負債合計 2,026,549 2,281,730

固定負債

長期借入金 1,802,500 1,855,000

退職給付引当金 342,528 361,213

役員退職慰労引当金 155,153 164,080

長期預り保証金 10,062,284 10,060,498

その他 663,793 729,001

固定負債合計 13,026,259 13,169,793

負債合計 15,052,809 15,451,523

純資産の部

株主資本

資本金 1,402,000 1,402,000

資本剰余金 868,685 868,685

利益剰余金 8,833,606 8,745,366

自己株式 △251,947 △251,947

株主資本合計 10,852,344 10,764,103

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 318,664 312,324

繰延ヘッジ損益 △8,948 △55,526

評価・換算差額等合計 309,715 256,797

新株予約権 13,068 10,857

少数株主持分 1,822,528 1,746,000

純資産合計 12,997,656 12,777,759

負債純資産合計 28,050,465 28,229,283
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(2) 【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年6月30日)

売上高 2,518,713

売上原価 1,763,998

売上総利益 754,715

販売費及び一般管理費 ※１
 359,768

営業利益 394,947

営業外収益

受取利息 18,532

受取配当金 34,216

有価証券運用益 47,810

その他 31,338

営業外収益合計 131,896

営業外費用

支払利息 32,696

持分法による投資損失 13,247

その他 2,470

営業外費用合計 48,415

経常利益 478,428

特別利益

固定資産売却益 1,214

投資有価証券売却益 39,760

特別利益合計 40,974

特別損失

投資有価証券評価損 6,839

貸倒引当金繰入額 63,196

特別損失合計 70,036

税金等調整前四半期純利益 449,366

法人税、住民税及び事業税 166,262

法人税等調整額 △5,513

法人税等合計 160,748

少数株主利益 80,762

四半期純利益 207,855
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年6月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 449,366

減価償却費 222,626

貸倒引当金の増減額（△は減少） 71,992

賞与引当金の増減額（△は減少） △19,035

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △28,657

退職給付引当金の増減額（△は減少） △18,685

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △8,926

受取利息及び受取配当金 △52,748

支払利息 32,696

持分法による投資損益（△は益） 13,247

有価証券運用損益（△は益） △47,810

投資有価証券売却損益（△は益） △39,760

投資有価証券評価損益（△は益） 6,839

売上債権の増減額（△は増加） 293,831

たな卸資産の増減額（△は増加） △26,834

仕入債務の増減額（△は減少） 49,893

その他 76,325

小計 974,362

利息及び配当金の受取額 55,421

利息の支払額 △32,696

法人税等の支払額 △170,623

営業活動によるキャッシュ・フロー 826,463

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △40,000

有価証券の売却による収入 350,000

有形固定資産の取得による支出 △9,696

有形固定資産の売却による収入 3,012

投資有価証券の取得による支出 △149,875

投資有価証券の売却による収入 130,000

定期預金の増減額（△は増加） 54,231

貸付金の回収による収入 4,600

その他 △1,970

投資活動によるキャッシュ・フロー 340,301
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（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年6月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 50,000

短期借入金の返済による支出 △350,000

長期借入金の返済による支出 △52,500

配当金の支払額 △119,614

少数株主への配当金の支払額 △6,184

財務活動によるキャッシュ・フロー △478,298

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 688,466

現金及び現金同等物の期首残高 1,430,002

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 2,118,469
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１　会計処理の原則及び手続の変更

重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

　当連結会計年度の第１四半期連結会計期間から、「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委

員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号)を適用し、評価基準については、原価法から原価法(収益性の

低下による簿価切下げの方法)に変更しております。

　この変更に伴う損益に与える影響及びセグメント情報に与える影響は軽微であり、セグメント情報の影響

額の記載を省略しております。

 

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１　棚卸資産の評価方法

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高

を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

 

２　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額 11,889,569千円※１　有形固定資産の減価償却累計額 11,671,497千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの
 
給料手当 121,250千円

賞与引当金繰入額 29,740千円

役員賞与引当金繰入額 9,802千円

退職給付費用 223千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,716千円

貸倒引当金繰入額 8,989千円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係
 

現金及び預金 2,448,043千円

有価証券 67,152千円

　　　計 2,515,196千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △329,574千円

償還期間が３ヶ月を超える債券等 △67,152千円

現金及び現金同等物 2,118,469千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計(累計)期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 14,000,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 359,208

　

　

３　新株予約権等に関する事項

会社名 目的となる株式の種類 目的となる株式の数(株)
当第１四半期

連結会計期間末残高
(千円)

提出会社 普通株式 ― 13,068

合計 ― 13,068

(注)　新株予約権は、ストックオプションとして発行されたもので、権利行使期間の初日が到来しておりません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 119,614 ９ 平成20年３月31日 平成20年６月30日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変

動が認められないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当四半期連結会計期間において、ストック・オプションの付与を行っておりません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

繊維事業
(千円)

 不動産活用
事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,116,5051,185,149217,0582,518,713 ― 2,518,713

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― 4,245 9,850 14,096(14,096) ―

計 1,116,5051,189,395226,9092,532,810(14,096)2,518,713

営業利益又は営業損失(△) △47,049442,881 △885 394,947 ― 394,947

　
(注) １　事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。　

２　各区分に属する主要な製品又は事業内容
　

事業区分 主要製品又は事業内容

繊維事業
レーヨン糸、合繊糸、麻生地、ニット製品、刺繍レース、ユニフォーム、寝装寝具
品、衣料品、販促商品の販売

不動産活用事業 商業施設賃貸業、ゴルフ練習場・自動車教習所の運営、ビルメンテナンス

その他の事業
自動車の板金塗装修理、ギフト商品の販売、インテリア施工、自動車販売代理店
の経営、自動給水植木鉢の販売及びレンタル業

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

当社及び連結子会社は本邦に所在するため、所在地別セグメンと情報の記載を省略しております。　

　

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

818.29円 807.94円

　
(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結会計期間末 前連結会計年度末

(平成20年６月30日) (平成20年３月31日)

純資産の部の合計額（千円） 12,997,656 12,777,759

普通株式に係る純資産額（千円） 11,162,059 11,020,901

差額の主な内訳（千円）

新株予約権 13,068 10,857

少数株主持分 1,822,528 1,746,000

普通株式の発行済株式数（千株） 14,000 14,000

普通株式の自己株式数（千株） 359 359

１株当たり純資産額の算定に用いられ
た普通株式の数（千株）

13,640 13,640

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益 15.24円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

　
(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 207,855

普通株式に係る四半期純利益(千円) 207,855

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 13,640

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四半期純利
益の算定に含まれなかった潜在株式について前連結会計年度末から
重要な変動がある場合の概要 ―

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月７日

サ イ ボ ー 株 式 会 社　

取 締 役 会　 御 中

　

　

監査法人　トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　　浅　子　正　明　　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　　山　本　哲　生　　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサイ

ボー株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間(平

成20年４月１日から平成20年６月30日まで)について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サイボー株式会社及び連結子会社の平成20年

６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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